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コメント 

 本研究は、哺乳類の概⽇振動体が転写・翻訳ループであると
する定説に挑戦するものである。温度補償されたリン酸化活性
に加えて、CKIδ／ε キナーゼが基質のリン酸化状態に依存的
な脱リン酸化活性を⽰すことから、転写・翻訳に依存しない可
逆的リン酸化による振動体が構成できるとしており、独⾃性が
強い。また、実験⼿法についても、リン酸化基質ライブラリー
を⽤いた脱リン酸化活性制御の原⼦レベルでの解析、マウス個
体での⽣理活性リズム解析のほか、構成⽣物学的アプローチや
リン酸化振動体の再構成といった特徴的な⽅法を⽤いている。
本研究では、この振動体の再構築を通して⽣体リズム振動体⼀
般の理解に広げることを⽬指しており、学術的重要性と成功時
のインパクトは⼤きい。 

応募者らは、哺乳類の概⽇振動体の本質的な理解に迫ってお
り、当該分野で国際的に評価の⾼い業績を上げていることから
も、本研究による優れた成果が期待できる。 

 

  


